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○西小林中学校区 

□ぺットボトルやトレーのラップの再利用について納得ができない。再利用されない

のであれば洗う必要がないのでは。 

□現地の仕事をしているが、たまに心無い方が丸めている物もあるものの、きれいに

洗ってある。但し、えびのが一番きれいに洗って乾燥している。次が高原で小林が

一番汚い、乾燥が足らない。 

□子ども達も習慣づけることで自然とリサイクルできるようになってきている。小林

市独自の教育も必要。子どもにもなぜ分別が必要なのか、リサイクルが必要かを教

え地球温暖化防止、環境汚染防止の目的を持った教育が必要ではないか。 

□消費者にだけではなく、業者にも簡単に剥がせる、または余計な包装をしない指導

をしてほしい。 

□新しい虎の巻が配布された。担当課も配布するだけでなく、出前講座や回覧板等の

チラシも、子どもや、親にも分かりやすいものを年に何回か出してほしい。週知徹

底を図っていただきたい。きれいに洗って出すのは大賛成であり、やめるのはいか

がなものか。 

■本市は市民の方の協力で全国トップクラスである。環境にやさしいまちとしてひと

つの大きな目標も達成できている。委員会などで活用させていただき、当局にも伝

える。 

 

□きれいに洗って出すためには水道代が高くなる。小林市に住むのであれば水道代を

安くしてもらいたい。 

□他所の人から見たら「めんどくさい」と思ってる人もいる。細かい所を決めて検討

していただきたい。 

□地区によっては、リサイクルされていないゴミが混入している。地区ごとの説明会

が必要ではないか。 

□収集されていないのゴミは、名前や番号のないものが多いがどういう対策を取れば

いいのか。 

□組未加入でゴミ処理に困っている人もいるのではないか。 

■今の体制をしっかりしながらどこまで改正できるかだと思う。議会でも議論してい

きたい。 

 

○南小学校区 

□現在、プラゴミの出し方について議会ではどのような議論がなされているのか。 

■調味料などの小さなプラごみについては、焼却でいいのではないかとか、ごみ分別
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の簡素化など議論し当局に提案・要望している。 

 

□ごみ分別のルールに合わないものの処理に苦労している。分別をしていない人へ

「ごみ分別虎の巻」に手紙を添えて渡したら改善したが、組加入していない人への

ごみ分別の説明は、もっとしっかりやってほしい。 

■区長や係の方の努力には感謝している。要望に関しては当局に伝える。資源やエネ

ルギーを大切にし、また環境保全を目的にリサイクルに取り組んでいる。ごみの分

別がネックになって移住定住に影響が出ている面もある。議会としてもプラゴミに

限らずごみ分別に関しては最善の方法を模索し、当局に提案していく。 

 

□組に入っていない人はどのように出しているのか。アパートの入居者は事業系ごみ

として出している。個人でも事業系ごみとして出せないのか。 

■生活ごみが事業系ごみとして出されている実態は確かにあるが、事業系ごみとして

出してはいけないことになっている。様々な課題があるが市民の負担軽減につなが

る方法を議会としても議論していく。 

 

○三松中学校区 

□汚れたものが入っていると持って行かない。 

□集積場でも残っているのはまれになっているが、地区の担当者が努力しているから

だということを理解してほしい。 

□北堤は担当者が汚れたごみを持ち帰り、洗って乾かすなど自腹で処理している。 

□高齢者が大変。 

□拾ったごみはそのままでも回収してほしい。 

□店がリサイクル回収をしていて利用すると割引券がもらえる。 

□リサイクル回収している店舗に出すと買い物券がもらえる。 

□回収したものの買取額を高くしてほしい。 

□廃プラでお金が出るという新聞記事を見た。 

■容器包装リサイクル協会から出ている。 

■出された意見については、委員会で事務事業評価の審議に活用させていただく。 

 

○小林小学校区 

□違うものが一つ入っていても持って行かない。 

□高齢者は大変だ。 

■ふれあい収集などを活用してほしい。 

 

□小さいものまで洗って出す必要があるのか。 
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□一つ一つ洗うのは大変。汚れていたら処理できないのか。 

■小林市廃棄物減量等推進審議会で検討中。 

 

□小林市はごみが厳しい。 

□分別収集を始めて３～４年は、面倒くさいとかトラブルもあって今がある。定着し

てきているのでもっと進めるべき。 

■リサイクルを進めたことで最終処分場の延命が図られている。 

 

□新聞紙などリサイクルが減っている。 

 

■出された意見については、委員会で事務事業評価の審議に活用させていただく。 

 

 


